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那須正幹氏と語る

「ズッコケ三人組」を
生んだまち防府の未来地図。
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地域を元気に！
熱き挑戦者たち
新商品のご案内
Go! ACT SAIKYO!!
地域経済の活性化に
向けた取り組み
西京のある街「防府市」

（お取引先さま紹介）

（スペシャル対談）

防府天満宮（防府市）

セブン銀行、イオン銀行で西京銀行の
キャッシュカードがご利用いただけます

店舗数45ヵ店

ATM133台
※山口県内の店舗数は振込専用支店、店舗を含みます

（うち山口県内127台）

※店舗内店舗形式での店舗統合による実質店舗数

土･日･祝日も営業

岩国ローンセンター（岩国支店）
0827-21-8211
平日   9:00～15:00  土日祝10:00～17:00

防府ローンセンター（防府支店）
0835-22-0651
平日  9:00～15:00  土日祝10:00～17:00

宇部ローンセンター（厚南支店）
0836-43-1471
平日  9:00～18:00  土日祝  9:30～17:00

周南ローンセンター（周南支店）
0834-36-3636
平日   9:00～15:00  土日祝10:00～17:00

ヤマダ電機山口店ローンセンター（ヤマダ電機山口店出張所）
083-934-5755
平日10:30～18:00  土日祝10:15～18:00

下関ローンセンター（新下関支店）
083-252-2416
平日  9:00～15:00  土日祝10:00～17:00

土・日・祝
日
営
業
店
舗

広島ローンセンター（広島支店）
082-261-7141
平日  9:00～15:00

東京ローンセンター
03-5614-8923
平日  9:00～17:00

山口ローンセンター（山口支店）
083-922-1029
平日  9:00～15:00

大阪ローンセンター
06-6585-0027
平日  9:00～17:00

平
日
営
業
店
舗

（平成26年6月1日現在）

「投資信託」「保険商品」「国債」等
の取扱・各種変更手続・商品内容説
明などを行っております。資産運用
等のご要望にお応えするため、専
門のスタッフをそろえてお待ちして
おります。ライフプランや商品内容
を含め、お気軽にご相談ください。

宇部マネープラザ
（厚南支店）
0836-43-1471

柳井マネープラザ
（柳井支店）
0820-22-1200

広島マネープラザ
（広島支店）
082-261-7141

防府マネープラザ
（防府支店）
0835-22-0651

長門マネープラザ
（長門支店）
0837-22-2626

山口マネープラザ
（山口支店）
083-922-1016

萩マネープラザ
（萩支店）
0838-25-1011

岩国マネープラザ
（岩国支店）
0827-21-8211

下松マネープラザ
（下松支店）
0833-44-1101

下関マネープラザ
（新下関支店）
083-252-2416

小倉マネープラザ
（小倉支店）
093-521-9534

周南マネープラザ
（本店営業部）
0834-22-7676

下関マネープラザ
（下関支店）
スタッフ駐在店舗
083-231-5171

マネープラザ

ローンセンター

当行独自の営業拠点

住宅ローンや各種ローンのご相談･
お申込みをいただけます。
平日のご来店が困難なお客さまや、
休日を利用してじっくりとご相談さ
れたいお客さまは、是非この機会に
ご来店ください。

山口県
40ヵ店

広島県
2ヵ店

福岡県
3ヵ店

※ただし、12/31、1/1～1/3、5/3～5/5は休業いたします。（ヤマダ電機山口店出張所はヤマダ電機テックランド山口本店の店休日も休業いたします）

※営業時間 平日9：00～15：00 
　（宇部マネープラザのみ 平日9：00～18：00）

福岡ローンセンター
092-292-9125
平日  9:00～17:00

ほけんプラザ
がん保険、医療保険、終身保険、学資
保険などを取扱っております。保険に
関する疑問やお悩みに、専門のス
タッフが親切丁寧にご相談承ります。

土･日･祝日も営業

周 南 支 店 0120-3190-78
（営業時間    9:00～15:00  土日祝10:00～17:00）

ヤマダ電機山口店出張所 0120-14-3190
（営業時間 10:30～18:00  土日祝10:15～18:00）

ゆめタウン山口出張所 0120-3190-56
（営業時間 10:00～18:00  土日祝 10:00～18:00）

厚 南 支 店 0120-23-3190
（営業時間 9:00～18:00  土日祝  9:30～17:00）

※ただし、12/31、1/1～1/3、5/3～5/5は休業いたします。（ゆめタウン山口出張所はゆめタウン山口の休館日、ヤマダ電機山口店
出張所はヤマダ電機テックランド山口本店の店休日も休業いたします）
※毎週木曜日は休業いたします。木曜日のご相談を希望される場合は、事前にご相談ください。
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株主の皆さまへ

発行可能株式総数

発行済み株式総数

うち自己株式

株主数

297,000千株

91,462千株

164,661株

5,864名

3,000千株

2,280千株

-

37名

普通株式 第一種優先株式

■株式事務のご案内  （平成26年3月31日現在）

みずほ信託銀行株式会社 全国各支店
みずほ証券株式会社 
本店および全国各支店および営業所

〒168-8507 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社 証券代行部 
フリーダイヤル  0120-288-324
URL http://ｗｗｗ.ｍｉｚｕｈｏ-ｔｂ.ｃｏ．jｐ/ｄａｉｋｏｕ/

〒103-8670 東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社 本店証券代行部

みずほ信託銀行株式会社

電子公告 
やむを得ない事由により電子公告できない場合は、
日本経済新聞に掲載することにより行います｡

定時株主総会　3月31日
その他必要があるときは、
あらかじめ公告して定めます｡

期末配当金　3月31日
中間配当金　9月30日（取締役会の決議により)

毎決算期の翌日から3ヶ月以内に開催いたします｡

毎年4月1日～翌年3月31日事業年度

定時株主総会

配当金受領株主確定日

基準日

公告の方法

株主名簿管理人

同 事務取扱場所

　

郵便物送付先･お問合せ先

同 取次所

■株式の状況 （平成26年3月31日現在）

株 主 氏 名

株式会社みずほ銀行

日本トラスティ･サービス信託銀行株式会社（信託口4)

西京銀行行員持株会

富士通株式会社

株式会社ほけんeye西京

明治安田生命保険相互会社

公益財団法人 西京教育文化振興財団

日本国土開発株式会社

株式会社損害保険ジャパン

三井住友海上火災保険株式会社

4,535

3,459

3,175

1,636

1,524

1,300

1,211

1,131

1,125

929

4.96

3.78

3.47

1.79

1.66

1.42

1.32

1.23

1.23

1.01

（注)1.持株数は千株未満を切捨てて表示しております｡
　　2.持株比率は、小数点第3位以下を切り捨てて表示しております｡
　　3.持株比率は、自己株式を除いて表示しております。

持株数（千株） 持株比率（％）
当行の出資状況

■大株主［上位10社］ （平成26年3月31日現在 ）

対象となる株主さま

株主優待制度の内容

株主優待に関するお知らせ

普通株式

お客さまの期待に
確実に応える銀行を
目指します。

ACTの意味あいは、銀行としての役割を行動で演じることは勿論、以上3つの言葉を組み合わせて意味あいを深めています。

会社概要 （平成26年3月31日現在）

ACT-BANK
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

昭和5年
738人

126億9千万円

地域を活性化する銀行Active BANKA
お客さまとのコミュニケーション
を大切にする銀行

Communication
BANKC

時代のニーズを先取りし
創造していく銀行Trend BANKT

地元である山口県の特産品を掲載したカタログから、
保有株式数に応じてお好みの特産品をお選びいただけます。

平成26年3月31日現在で
普通株式3,000株以上所有の株主さま

所有株数3,000株以上
10,000株未満の株主さま

3,000円相当の
カタログギフト

所有株数
10,000株以上の株主さま

10,000円相当の
カタログギフト

02 SAIKYO BANK 01SAIKYO BANK
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株主名簿管理人

同 事務取扱場所

　

郵便物送付先･お問合せ先

同 取次所

■株式の状況 （平成26年3月31日現在）

株 主 氏 名

株式会社みずほ銀行

日本トラスティ･サービス信託銀行株式会社（信託口4)

西京銀行行員持株会

富士通株式会社

株式会社ほけんeye西京

明治安田生命保険相互会社

公益財団法人 西京教育文化振興財団

日本国土開発株式会社

株式会社損害保険ジャパン

三井住友海上火災保険株式会社

4,535

3,459

3,175

1,636

1,524

1,300

1,211

1,131

1,125

929

4.96

3.78

3.47

1.79

1.66

1.42

1.32

1.23

1.23

1.01

（注)1.持株数は千株未満を切捨てて表示しております｡
　　2.持株比率は、小数点第3位以下を切り捨てて表示しております｡
　　3.持株比率は、自己株式を除いて表示しております。

持株数（千株） 持株比率（％）
当行の出資状況

■大株主［上位10社］ （平成26年3月31日現在 ）

対象となる株主さま

株主優待制度の内容

株主優待に関するお知らせ

普通株式

お客さまの期待に
確実に応える銀行を
目指します。

ACTの意味あいは、銀行としての役割を行動で演じることは勿論、以上3つの言葉を組み合わせて意味あいを深めています。

会社概要 （平成26年3月31日現在）

ACT-BANK
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

昭和5年
738人

126億9千万円

地域を活性化する銀行Active BANKA
お客さまとのコミュニケーション
を大切にする銀行

Communication
BANKC

時代のニーズを先取りし
創造していく銀行Trend BANKT

地元である山口県の特産品を掲載したカタログから、
保有株式数に応じてお好みの特産品をお選びいただけます。

平成26年3月31日現在で
普通株式3,000株以上所有の株主さま

所有株数3,000株以上
10,000株未満の株主さま

3,000円相当の
カタログギフト

所有株数
10,000株以上の株主さま

10,000円相当の
カタログギフト
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新中期経営計画

＊1：給与振込指定件数＋年金振込指定件数　＊2：優先株を除く株主資本

　新中期経営計画では、長期ビジョンを「地域に根差した中小零細事業者さまと個人のお客さまのための銀行」と掲げ、

『お客さまを増やすことによる地元シェアの向上と取引のメイン化』、『強靭な経営基盤』の確立を図る3年間と位置

づけます。

　前中期経営計画の預金、貸出金の大幅な増加のなかで、新たにお取引をいただいた多くのお客さまの期待にお応え

するために、当行はこれからも、お客さまから「さすが西京」と言われる先進性のある商品、サービス力を磨き、お客さま

からのご要望、ご依頼を正しく理解し、絶対に事務ミスをおこさない銀行という信頼感と何でも相談いただける親近感

を兼ね備えた銀行を目指してまいります。

「先進性、信頼感、親近感」をスローガンに、『営業推進戦略』、
『強靭な経営基盤』の確立について、以下の通り方針を定め、取り組みます。

人材教育、人材育成

ガバナンス
（経営管理、内部監査）の強化

コンプライアンス態勢、
リスク管理態勢の強化

事務・システムインフラの効率化

預金量1兆円の維持拡大による持続的な収益力の向上により、
自己資本の充実を図り、これまで以上に、金融を通じて、地域のお客さま、地域経済、
社会の活性化のお役に立つ銀行を目指します。

スローガン

スローガンと基本方針

業　績　目　標

先進性、信頼感、親近感

1
2

お客さまの期待に応える
商品・サービスを提供する1
地域社会、地域経済の
お役に立ち続ける2
いつでもどこでも気軽に
ご相談いただける親しみやすさ3

3
4

強靭な経営基盤営業推進戦略

収益性

成長性

健全性

26/3期実績 29/3期目標

預金残高

貸出金残高

預り資産残高（投信、保険、国債）

個人のお客さまのメイン化数＊1

事業所融資先数

当期純利益

自己資本比率

株主資本＊2

1兆283億円

7,309億円

1,377億円

87,450先

12,360先

32億円

10.17％

323億円

1兆1千億円以上

8,000億円以上

1,500億円以上

10万先以上

1万5千先以上

35億円以上

10％以上

380億円以上
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預
金
や
貸
出
金
の
残
高
増
加
に
よ
り
、リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
が
増
加
し
、

単
体
自
己
資
本
比
率（
国
内
基
準
）は
前
期
末
よ
り
0
・
37
ポ
イ
ン
ト
低

下
し
10・17
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
金
融
円
滑
化
法
終
了
後
も
同
法
の
趣
旨
に
則
り
、地
元
の
中
小
零
細・個

人
の
お
客
さ
ま
に
対
し
て
積
極
的
な
資
金
提
供
を
行
っ
た
結
果
、金
融
再
生

法
開
示
債
権
額
は
11
億
7
百
万
円
増
加
し
ま
し
た
が
、金
融
再
生
法
開
示

債
権
比
率
は
0・03
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
2・02
％
と
な
り
ま
し
た
。

自
己
資
本
比
率
の
状
況
（
単
体
）

不
良
債
権
の
状
況

営
業
の
状
況

損
益
の
状
況
（
単
体
）

（単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：億円）　　■中小企業　　■個人 （単位：億円）

※地元（山口県、広島県、福岡県）

（単位：億円）

（単位：億円）　　■投資信託　　■公共債　　■年金保険等

（単位：％）

（単位：億円） （単位：件数）

貸出金残高の推移中小企業・個人向け貸出の推移 地元貸出金残高の推移

事業性貸出件数の推移預金残高の推移預り資産残高の推移

22,607

25,214

2,572
1,508

1,860

3,232

2,997

5,775

平成24年
3月期

平成25年
3月期

平成26年
3月期

経常収益の推移当期純利益の推移 経常利益の推移

2013年度 決算ハイライト

資金の地域内循環を積極的に進めた結
果、地元への貸出は前期末より526億円
増加し6,062億円となりました。

中小企業向け・個人向け貸出に注力した
結果、前期末より656億円増加し、7,309
億円となりました。

中小企業・個人のお客さまへの貸出は、
前期末より387億円増加し、6,217億円
となりました。

お客さまの資産運用ニーズにお応えするため、
マネープラザを拠点に販売を行った結果、前期
末より77億円増加し1,377億円になりました。

「チームやまぐち応援定期預金」や「復興支援定
期預金」がご好評をいただき、預金残高は前期末
から808億円増加し1兆283億円となりました。

資金ニーズへの積極的な対応により、前期末
より1,120件増加し12,360件となりました。

貸出金利息等の資金収益の増加、国債等債券
売却益の増加、株式等売却益の増加を主因に、
前期より16億円増加し252億円となりました。

10,508
11,240

12,360

平成24年
3月末

平成25年
3月末

平成26年
3月末

15,000

10,000

5,000

0

1,500

1,000

500

0

平成24年
3月末

平成25年
3月末

平成26年
3月末

平成24年
3月末

平成25年
3月末

平成26年
3月末

11,000

10,000

9,000

8,000

0
平成24年
3月末

平成25年
3月末

平成26年
3月末

平成24年
3月期

平成25年
3月期

平成26年
3月期

資金利益の増加や有価証券関係損益の増加によ
り、前期より27億円増益の57億円となりました。

平成24年
3月期

平成25年
3月期

平成26年
3月期

前期より１3億円増益の32億円となり、過去最
高益を更新しました。

6,155
6,652

7,309

平成24年
3月末

平成25年
3月末

平成26年
3月末

8,000

6,000

4,000

2,000

0

5,139

平成24年
3月末

平成25年
3月末

平成26年
3月末

8,000

6,000

4,000

2,000

0

13,175

2.12
2.05 2.02

5,536
6,062

平成24年
3月末

平成25年
3月末

平成26年
3月末

8,000

6,000

4,000

2,000

0

10.54

10.17

～～
平成24年
3月末

平成25年
3月末

平成26年
3月末

20,000

15,000

10,000

5,000

0

（単位：百万円）

1,200

5,662

6,311

13,719

676

7,220

5,822

14,827

1,567

7,911

5,349

9,265
9,475

10,283

23,539

※

1,158

334

93

730

1,299

367

63

868

1,377

325

40

1,011

■破産更生債権等　　■危険債権
■要管理債権　　　　■　開示債権比率（％）

　経常収益

　　うち資金利益

　　うち役務取引等利益

　コア業務粗利益

　経費（△）

　コア業務純益

　債券関係損益

　実質業務純益

　うち株式等関係損益

　うち与信費用（△）　

　経常利益

　当期純利益

25,214

16,364

△767

15,276

10,619

4,656

1,613

6,270

663

1,116

5,775

3,232

1,674

88

5

△58

59

△118

1,256

1,137

1,813

433

2,777

1,371

23,539

16,275

△772

15,335

10,559

4,775

357

5,133

△1,150

682

2,997

1,860

平成26年
3月期

平成25年
3月期前期比

（単位：百万円）

（注）1.「コア」とは、債券関係損益、一般貸倒引当金繰入額を除く損益
　　2.「与信費用」とは、不良債権処理額に一般貸倒引当金繰入額を加えた金額

5,300

3,148

2,151

5,829

2,298

6,217

2,618

3,531
3,599

00

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

10,000

20,000

30,000

0

8.00

9.00

10.00

11.00

※平成24年3月末、平成25年3月末は、バーゼルⅡ基準
　平成26年3月末はバーゼルⅢ基準

～～

9.44
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0
平成24年
3月末

平成25年
3月末

平成26年
3月末

平成24年
3月期

平成25年
3月期

平成26年
3月期

資金利益の増加や有価証券関係損益の増加によ
り、前期より27億円増益の57億円となりました。

平成24年
3月期

平成25年
3月期

平成26年
3月期

前期より１3億円増益の32億円となり、過去最
高益を更新しました。

6,155
6,652

7,309

平成24年
3月末

平成25年
3月末

平成26年
3月末

8,000
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0

5,139

平成24年
3月末

平成25年
3月末

平成26年
3月末
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4,000

2,000

0

13,175

2.12
2.05 2.02

5,536
6,062

平成24年
3月末

平成25年
3月末

平成26年
3月末

8,000

6,000

4,000

2,000

0

10.54

10.17

～～
平成24年
3月末

平成25年
3月末

平成26年
3月末

20,000

15,000

10,000

5,000

0

（単位：百万円）

1,200

5,662

6,311

13,719

676

7,220

5,822

14,827

1,567

7,911

5,349

9,265
9,475

10,283

23,539

※

1,158

334

93

730

1,299

367

63

868

1,377

325

40

1,011

■破産更生債権等　　■危険債権
■要管理債権　　　　■　開示債権比率（％）

　経常収益

　　うち資金利益

　　うち役務取引等利益

　コア業務粗利益

　経費（△）

　コア業務純益

　債券関係損益

　実質業務純益

　うち株式等関係損益

　うち与信費用（△）　

　経常利益

　当期純利益

25,214

16,364

△767

15,276

10,619

4,656

1,613

6,270

663

1,116

5,775

3,232

1,674

88

5

△58

59

△118

1,256

1,137

1,813

433

2,777

1,371

23,539

16,275

△772

15,335

10,559

4,775

357

5,133

△1,150

682

2,997

1,860

平成26年
3月期

平成25年
3月期前期比

（単位：百万円）

（注）1.「コア」とは、債券関係損益、一般貸倒引当金繰入額を除く損益
　　2.「与信費用」とは、不良債権処理額に一般貸倒引当金繰入額を加えた金額

5,300

3,148

2,151

5,829

2,298

6,217

2,618

3,531
3,599

00

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

10,000

20,000

30,000

0

8.00

9.00

10.00

11.00

※平成24年3月末、平成25年3月末は、バーゼルⅡ基準
　平成26年3月末はバーゼルⅢ基準

～～

9.44
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た
の
で
、「
児
童
文
学
」と
い
う
言
葉
す
ら
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

27
歳
の
と
き
に
、一
念
発
起
し
て
3
年
修
行
し
、30
歳
ま
で
に
本
を
出

そ
う
、ダ
メ
な
ら
別
の
道
を
探
そ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　幸
運
に
も
28
歳
の
頃『
首
な
し
地
ぞ
う
の
宝
』が
学
研
児
童
文
学

賞
の
佳
作
に
な
り
、1
等
の
作
品
は
文
章
が
短
い
と
い
う
こ
と
で
、

私
の
作
品
が
活
字
に
な
っ
た
ん
で
す
。幸
運
が
重
な
り
ま
し
た
ね
。

平
岡
し
ば
ら
く
し
て「
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
」が
始
ま
り
ま
す
ね
。

那
須
学
研
の
学
習
雑
誌『
6
年
の
学
習
』の
連
載
を
依
頼
さ
れ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。3
人
の
小
学
6
年
生
が
冒
険
に
出
て
、力
を
合
わ

せ
て
事
件
な
ど
を
解
決
し
て
い
く
よ
う
な
、い
わ
ゆ
る
子
ど
も
版

「
三
銃
士
」を
書
い
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　そ
の
と
き
の
タ
イ
ト
ル
は『
ず
っ
こ
け
三
銃
士
』で
、1
9
7
6
年

（
昭
和
51
年
）か
ら
1
年
間
連
載
し
ま
し
た
。こ
れ
が
単
行
本
と
し
て

の
第
1
巻『
そ
れ
い
け
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
』に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

平
岡
主
人
公
の
ハ
チ
ベ
エ
、モ
ー
ち
ゃ
ん
、ハ
カ
セ
に
は
、そ
れ
ぞ
れ

実
在
の
モ
デ
ル
が
い
る
そ
う
で
す
ね
。

那
須
ハ
チ
ベ
エ
は
、書
道
塾
に
来
て
い
た
小
学
5
年
生
の
男
の
子

で
す
。目
が
く
り
っ
と
し
た
色
の
黒
い
男
の
子
で
し
た
ね
。た
だ

「
八
谷
」は
別
の
男
の
子
の
名
字
で
、お
と
な
し
い
感
じ
の
子
で
し

た
。モ
ー
ち
ゃ
ん
は
、私
の
中
学
校
時
代
の
友
人
で
誠
実
な
男
が
い

ま
し
て
、彼
が
モ
チ
ー
フ
で
す
。あ
そ
こ
ま
で
太
っ
ち
ゃ
い
な
か
っ
た

け
れ
ど
。ハ
カ
セ
は
少
年
時
代
の
私
で
す
。だ
か
ら「
中
年
三
人

組
」に
な
っ
て
か
ら
結
構
モ
テ
る
で
し
ょ（
笑
）

平
岡
本
に
登
場
す
る
女
の
子
に
も
モ
デ
ル
が
い
る
の
で
す
か
？

那
須
全
て
書
道
塾
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。荒
井
陽
子
の
モ
デ
ル
は
、

た
し
か
今
、富
山
に
い
ま
す
。安
藤
圭
子
は
鎌
倉
か
な
。榎
本
由
美

子
は
…
ち
ょっ
と
今
分
か
ら
な
い
な（
笑
）

平
岡
我
が
家
は
全
員「
ズ
ッ
コ
ケ
」フ
ァ
ン
で
、私
も
ほ
と
ん
ど
を

拝
読
し
て
い
ま
す
。な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
長
く
子
ど
も
た
ち
に
愛
さ
れ
続

け
て
い
る
と
、ご
自
身
で
思
わ
れ
ま
す
か
？

那
須
そ
う
で
す
ね
…
。子
ど
も
に
対
し
て
説
教
っ
ぽ
い
所
が
な
か
っ

た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。大
人
目
線
で「
こ
う
す
る
べ
き
だ
」と
い
う

風
に
は
書
い
て
い
ま
せ
ん
か
ら
。私
が
興
味
の
あ
る
こ
と
を
素
材

に
し
な
が
ら
、3
人
に
い
わ
ゆ
る「
ご
っ
こ
遊
び
」を
さ
せ
て
み
た
ん

で
す
よ
。株
式
会
社
を
作
っ
た
り
ね
。あ
の
巻
を
書
く
時
は
、商
法

の
本
を
5
、6
冊
は
読
ん
だ
か
な
。

平
岡
あ
の
巻
は
、登
記
の
話
な
ど
も
出
て
き
ま
し
た
ね
。

那
須
3
人
は
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
に

遭
遇
す
る
の
だ
け
れ
ど
、必
ず
自
分
た
ち
で
考
え
て
行
動
し
て
、

そ
れ
が
結
構
う
ま
く
い
く
ん
で
す
。大
人
の
世
界
で
、自
分
た
ち
の

力
で
難
問
を
解
決
し
て
い
く
と
い
う
所
に
、子
ど
も
た
ち
は
一
種
の

カ
タ
ル
シ
ス
※
を
感
じ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　5
、6
年
前
で
す
が
、あ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
若
い
社
長
さ
ん

が
本
を
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
、「
子
ど
も
の
頃『
う
わ
さ
の
ズ
ッ
コ

ケ
株
式
会
社
』を
読
ん
で
か
ら
社
長
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
」

平
岡
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。那
須
先
生
は
作
家
に

な
ら
れ
る
前
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
経
験
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

那
須
上
京
し
て
2
年
間
、自
動
車
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を
や
っ
て
い
ま

し
た
。車
を
売
っ
た
第
1
号
の
お
客
さ
ん
が
た
ま
た
ま
山
口
県
出
身

の
方
で
し
て
ね
。今
で
も
年
賀
状
の
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

　東
京
で
は
楽
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、昼
休
み
に
ふ
と
荒
川

の
土
手
に
座
っ
て
い
る
と
、自
分
の
将
来
が
見
え
て
こ
な
か
っ
た
ん
で

す
ね
。「
こ
れ
は
一
生
の
仕
事
じ
ゃ
な
い
な
」と
思
っ
て
い
て
、配
置
転

換
の
話
が
あ
っ
た
際
に
、会
社
を
辞
め
ま
し
た
。

平
岡
次
に
何
か
を
し
よ
う
と
い
う
予
定
は
あ
っ
た
の
で
す
か
？

那
須
全
く
な
か
っ
た
で
す
。広
島
県
の
実
家
に
戻
っ
て
家
業
の
書
道

塾
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
が
、地
元
の
童
話
サ
ー
ク
ル
に
も
参
加
す

る
こ
と
に
な
り
、興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　た
だ
、子
ど
も
の
頃
ほ
と
ん
ど
本
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

1942年6月生まれ。広島県広島市出身。島根農科大学林学科卒業。『それ
いけズッコケ三人組』をはじめとする「ズッコケ三人組」シリーズ（巖谷小波
賞）は、2004年『ズッコケ三人組の卒業式』で完結。2005年から「ズッコケ
中年三人組」シリーズがスタート。他にも『さぎ師たちの空』（路傍の石文学
賞）、『お江戸の百太郎』シリーズ（日本児童文学者協会賞）など作品多数。

那須  正幹  なす まさもと
G U E S T  P R O F I L E

児童文学作家

セ
ー
ル
ス
マ
ン
か
ら

児
童
文
学
作
家
へ

大
人
の
世
界
で
躍
動
す
る
三
人
組

※カタルシス…文学作品などの鑑賞において、日常生活の中で抑圧されていた感情が解放され、一種の快感を生じさせること。浄化。

「
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
」を

生
ん
だ
ま
ち

防
府
の
未
来
地
図
。

今
回
の
ゲ
ス
ト
は
、防
府
市
在
住
の
作
家
・
那
須
正
幹
氏
。

那
須
氏
の
代
表
作
と
い
え
ば
、

児
童
文
学
の
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
」
で
す
。

作
品
の
知
ら
れ
ざ
る
逸
話
や
、防
府
の
街
に
つ
い
て
、

平
岡
頭
取
と
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。那

須 

正
幹 

氏

児
童
文
学
作
家

西
京
銀
行  

取
締
役
頭
取 

平
岡 

英
雄

那
須
正
幹
氏
と
語
る

那須正幹：作　前川かずお：絵
ポプラ社：発行
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た
の
で
、「
児
童
文
学
」と
い
う
言
葉
す
ら
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

27
歳
の
と
き
に
、一
念
発
起
し
て
3
年
修
行
し
、30
歳
ま
で
に
本
を
出

そ
う
、ダ
メ
な
ら
別
の
道
を
探
そ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　幸
運
に
も
28
歳
の
頃『
首
な
し
地
ぞ
う
の
宝
』が
学
研
児
童
文
学

賞
の
佳
作
に
な
り
、1
等
の
作
品
は
文
章
が
短
い
と
い
う
こ
と
で
、

私
の
作
品
が
活
字
に
な
っ
た
ん
で
す
。幸
運
が
重
な
り
ま
し
た
ね
。

平
岡
し
ば
ら
く
し
て「
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
」が
始
ま
り
ま
す
ね
。

那
須
学
研
の
学
習
雑
誌『
6
年
の
学
習
』の
連
載
を
依
頼
さ
れ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。3
人
の
小
学
6
年
生
が
冒
険
に
出
て
、力
を
合
わ

せ
て
事
件
な
ど
を
解
決
し
て
い
く
よ
う
な
、い
わ
ゆ
る
子
ど
も
版

「
三
銃
士
」を
書
い
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　そ
の
と
き
の
タ
イ
ト
ル
は『
ず
っ
こ
け
三
銃
士
』で
、1
9
7
6
年

（
昭
和
51
年
）か
ら
1
年
間
連
載
し
ま
し
た
。こ
れ
が
単
行
本
と
し
て

の
第
1
巻『
そ
れ
い
け
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
』に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

平
岡
主
人
公
の
ハ
チ
ベ
エ
、モ
ー
ち
ゃ
ん
、ハ
カ
セ
に
は
、そ
れ
ぞ
れ

実
在
の
モ
デ
ル
が
い
る
そ
う
で
す
ね
。

那
須
ハ
チ
ベ
エ
は
、書
道
塾
に
来
て
い
た
小
学
5
年
生
の
男
の
子

で
す
。目
が
く
り
っ
と
し
た
色
の
黒
い
男
の
子
で
し
た
ね
。た
だ

「
八
谷
」は
別
の
男
の
子
の
名
字
で
、お
と
な
し
い
感
じ
の
子
で
し

た
。モ
ー
ち
ゃ
ん
は
、私
の
中
学
校
時
代
の
友
人
で
誠
実
な
男
が
い

ま
し
て
、彼
が
モ
チ
ー
フ
で
す
。あ
そ
こ
ま
で
太
っ
ち
ゃ
い
な
か
っ
た

け
れ
ど
。ハ
カ
セ
は
少
年
時
代
の
私
で
す
。だ
か
ら「
中
年
三
人

組
」に
な
っ
て
か
ら
結
構
モ
テ
る
で
し
ょ（
笑
）

平
岡
本
に
登
場
す
る
女
の
子
に
も
モ
デ
ル
が
い
る
の
で
す
か
？

那
須
全
て
書
道
塾
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。荒
井
陽
子
の
モ
デ
ル
は
、

た
し
か
今
、富
山
に
い
ま
す
。安
藤
圭
子
は
鎌
倉
か
な
。榎
本
由
美

子
は
…
ち
ょっ
と
今
分
か
ら
な
い
な（
笑
）

平
岡
我
が
家
は
全
員「
ズ
ッ
コ
ケ
」フ
ァ
ン
で
、私
も
ほ
と
ん
ど
を

拝
読
し
て
い
ま
す
。な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
長
く
子
ど
も
た
ち
に
愛
さ
れ
続

け
て
い
る
と
、ご
自
身
で
思
わ
れ
ま
す
か
？

那
須
そ
う
で
す
ね
…
。子
ど
も
に
対
し
て
説
教
っ
ぽ
い
所
が
な
か
っ

た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。大
人
目
線
で「
こ
う
す
る
べ
き
だ
」と
い
う

風
に
は
書
い
て
い
ま
せ
ん
か
ら
。私
が
興
味
の
あ
る
こ
と
を
素
材

に
し
な
が
ら
、3
人
に
い
わ
ゆ
る「
ご
っ
こ
遊
び
」を
さ
せ
て
み
た
ん

で
す
よ
。株
式
会
社
を
作
っ
た
り
ね
。あ
の
巻
を
書
く
時
は
、商
法

の
本
を
5
、6
冊
は
読
ん
だ
か
な
。

平
岡
あ
の
巻
は
、登
記
の
話
な
ど
も
出
て
き
ま
し
た
ね
。

那
須
3
人
は
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
に

遭
遇
す
る
の
だ
け
れ
ど
、必
ず
自
分
た
ち
で
考
え
て
行
動
し
て
、

そ
れ
が
結
構
う
ま
く
い
く
ん
で
す
。大
人
の
世
界
で
、自
分
た
ち
の

力
で
難
問
を
解
決
し
て
い
く
と
い
う
所
に
、子
ど
も
た
ち
は
一
種
の

カ
タ
ル
シ
ス
※
を
感
じ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　5
、6
年
前
で
す
が
、あ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
若
い
社
長
さ
ん

が
本
を
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
、「
子
ど
も
の
頃『
う
わ
さ
の
ズ
ッ
コ

ケ
株
式
会
社
』を
読
ん
で
か
ら
社
長
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
」

平
岡
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。那
須
先
生
は
作
家
に

な
ら
れ
る
前
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
経
験
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

那
須
上
京
し
て
2
年
間
、自
動
車
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を
や
っ
て
い
ま

し
た
。車
を
売
っ
た
第
1
号
の
お
客
さ
ん
が
た
ま
た
ま
山
口
県
出
身

の
方
で
し
て
ね
。今
で
も
年
賀
状
の
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

　東
京
で
は
楽
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、昼
休
み
に
ふ
と
荒
川

の
土
手
に
座
っ
て
い
る
と
、自
分
の
将
来
が
見
え
て
こ
な
か
っ
た
ん
で

す
ね
。「
こ
れ
は
一
生
の
仕
事
じ
ゃ
な
い
な
」と
思
っ
て
い
て
、配
置
転

換
の
話
が
あ
っ
た
際
に
、会
社
を
辞
め
ま
し
た
。

平
岡
次
に
何
か
を
し
よ
う
と
い
う
予
定
は
あ
っ
た
の
で
す
か
？

那
須
全
く
な
か
っ
た
で
す
。広
島
県
の
実
家
に
戻
っ
て
家
業
の
書
道

塾
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
が
、地
元
の
童
話
サ
ー
ク
ル
に
も
参
加
す

る
こ
と
に
な
り
、興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　た
だ
、子
ど
も
の
頃
ほ
と
ん
ど
本
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

1942年6月生まれ。広島県広島市出身。島根農科大学林学科卒業。『それ
いけズッコケ三人組』をはじめとする「ズッコケ三人組」シリーズ（巖谷小波
賞）は、2004年『ズッコケ三人組の卒業式』で完結。2005年から「ズッコケ
中年三人組」シリーズがスタート。他にも『さぎ師たちの空』（路傍の石文学
賞）、『お江戸の百太郎』シリーズ（日本児童文学者協会賞）など作品多数。

那須  正幹  なす まさもと
G U E S T  P R O F I L E

児童文学作家

セ
ー
ル
ス
マ
ン
か
ら

児
童
文
学
作
家
へ

大
人
の
世
界
で
躍
動
す
る
三
人
組

※カタルシス…文学作品などの鑑賞において、日常生活の中で抑圧されていた感情が解放され、一種の快感を生じさせること。浄化。

「
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
」を

生
ん
だ
ま
ち

防
府
の
未
来
地
図
。

今
回
の
ゲ
ス
ト
は
、防
府
市
在
住
の
作
家
・
那
須
正
幹
氏
。

那
須
氏
の
代
表
作
と
い
え
ば
、

児
童
文
学
の
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
」
で
す
。

作
品
の
知
ら
れ
ざ
る
逸
話
や
、防
府
の
街
に
つ
い
て
、

平
岡
頭
取
と
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。那

須 

正
幹 

氏

児
童
文
学
作
家

西
京
銀
行  

取
締
役
頭
取 

平
岡 

英
雄

那
須
正
幹
氏
と
語
る

那須正幹：作　前川かずお：絵
ポプラ社：発行
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か
な
と
思
い
ま
し
た
。た
だ
、モ
ー
ち
ゃ
ん
が
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
て
、レ

ン
タ
ル
ビ
デ
オ
屋
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
設
定
に
は「
な
ぜ

も
っ
と
夢
の
あ
る
話
に
し
て
く
れ
な
い
ん
だ
！
」と
、フ
ァ
ン
か
ら
か

な
り
苦
情
が
来
ま
し
た
け
れ
ど（
笑
）

平
岡
「
中
年
三
人
組
」の
読
者
は
ど
ん
な
年
齢
層
で
す
か
？

那
須
こ
れ
が
、お
年
寄
り
か
ら
幼
稚
園
児
ま
で
幅
広
い
ん
で
す
。

こ
の
あ
い
だ
、5
歳
の
子
か
ら「
三
人
組
も
魂
が
汚
れ
た
よ
う
で

す
が
、面
白
か
っ
た
で
す
」と
手
紙
を
も
ら
い
ま
し
た
よ（
笑
）

平
岡
大
人
の
事
情
が
分
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね（
笑
）

那
須
し
か
し「
ズ
ッ
コ
ケ
」が
始
ま
っ
た
頃
と
、現
在
と
で
は
時
代

が
変
わ
り
ま
し
た
ね
。今
で
は
、幼
稚
園
児
で
も
親
友
が
い
る
よ
う

で
、遊
ぶ
の
に
ア
ポ
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
。親
友
関
係

を
壊
す
の
が
怖
い
の
で
、気
を
遣
う
ら
し
い
で
す
よ
。

　私
た
ち
の
少
年
時
代
は
集
団
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
し
、親
友
は

高
校
生
頃
か
ら
で
き
る
も
の
で
、そ
れ
ま
で
は
み
ん
な
遊
び
仲
間
。

そ
の
中
で
自
然
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
も
身
に
付
き
ま
し
た
。

　今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
誰
と
で
も
交
流
で
き
ま
す
が
、若
者

た
ち
は
も
っ
と
顔
を
合
わ
せ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
ほ
し
い

で
す
。あ
の
三
人
組
の
よ
う
に
ね
。言
葉
や
文
字
だ
け
で
は
な
く
、

表
情
や
仕
草
か
ら
も
相
手
の
意
思
と
い
う
の
は
伝
わ
る
し
、そ
れ

が
本
当
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
私
は
思
い
ま
す
よ
。

平
岡
初
め
て
広
島
か
ら
移
ら
れ
た
時
の
、防
府
の
印
象
は
い
か
が

で
し
た
か
？

那
須
1
9
7
8
年（
昭
和
53
年
）2
月
に
第
1
巻『
そ
れ
い
け

ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
』が
発
行
さ
れ
て
、そ
の
年
の
6
月
、防
府
に
引
っ

越
し
て
き
ま
し
た
。最
初
は「
自
然
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
な
」と

い
う
印
象
で
し
た
。街
中
で
ホ
タ
ル
を
見
る
こ
と
が
で
き
、一
番
感

平
岡
そ
う
で
し
た
ね
。と
こ
ろ
で
、幕
末
と
い
え
ば
、2
0
1
5
年
の

大
河
ド
ラ
マ『
花
燃
ゆ
』で
、お
そ
ら
く
明
治
時
代
の
防
府
も
登
場
す

る
と
思
わ
れ
ま
す
。街
は
盛
り
上
が
る
で
し
ょ
う
ね
。

那
須
大
河
ド
ラ
マ
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
通
し

て
防
府
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
方
が
良
い
と
私
は
思
い
ま
す
。

　種
田
山
頭
火
は
フ
ァ
ン
が
多
い
で
す
か
ら〝
防
府
に
来
れ
ば
山
頭

火
の
全
て
が
分
か
る
〞く
ら
い
の
資
料
を
集
め
る
と
か
ね
。防
府
天

満
宮
も
も
っ
と
多
角
的
に
菅
原
道
真
に
つ
い
て
情
報
発
信
す
る
と

か
。「
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
や
っ
て
い
ま
す
」だ
け
で
は
な
く
て
ね
。

他
の
観
光
地
で
は
、い
ろ
い
ろ
な
試
み
を
や
り
ま
す
し
蓄
積
が
あ
り

ま
す
ね
。

平
岡
話
題
は
変
わ
り
ま
す
が
、山
口
県
で
は
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
ら
を
く
い
止
め
る
た
め
に
、先
生
は
ど

う
し
た
ら
良
い
と
お
考
え
で
す
か
？
県
内
に
は
、化
学
工
場
や
大
手

企
業
が
あ
り
、宇
部
の
ヤ
ナ
ギ
ヤ
や
岩
国
の
旭
酒
造
な
ど
、山
口
県

か
ら
全
国
に
羽
ば
た
い
て
い
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。活
性
化
さ
せ
る

た
め
の
土
壌
が
山
口
県
に
は
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
。

那
須
防
府
に
関
し
て
い
う
と
、私
は〝
高
齢
者
福
祉
都
市
〞を
目
指
し

て
は
ど
う
か
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。高
齢
者
医
療
の
メ
ッ
カ
に
す
る

ん
で
す
。例
え
ば
、市
街
地
に
は
車
を
入
れ
ず
、お
年
寄
り
が
手
押
し

車
を
押
し
て
歩
い
て
い
る
よ
う
な
、ゆ
っ
た
り
と
安
心
し
て
過
ご
せ

る
環
境
を
整
え
ま
す
。道
に
は
高
齢
者
向
け
の
お
店
が
並
ん
で
い
て

ね
。仮
に
若
者
を
呼
ぶ
こ
と
が
難
し
け
れ
ば
、思
い
切
っ
て
発
想
を

転
換
し
て
み
る
こ
と
も
必
要
で
す
よ
。

平
岡
昨
年
、山
口
県
内
で
若
者
た
ち
が
働
く
こ
と
を
テ
ー
マ
に

し
て
、当
行
で
は
全
国
の
大
学
生
を
対
象
に
、山
口
県
内
の
企
業

訪
問
と
観
光
を
組
み
合
わ
せ
た「
若
旅
i
n
や
ま
ぐ
ち
」を
開
催

し
ま
し
た
。実
際
に
就
活
の
会
社
訪
問
を
し
て
く
れ
た
学
生
も
い

ま
し
た
。

　地
域
を
活
性
化
す
る
に
は
若
者
た
ち
の
力
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、

先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、発
想
の
逆
転〝
高
齢
者
福
祉
都
市
〞、

医
療
や
福
祉
面
を
テ
ー
マ
に
し
た
街
づ
く
り
も
、こ
れ
か
ら
の
時
代

に
は
重
要
で
す
ね
。本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

激
し
た
の
は
、ギ
ン
ヤ
ン
マ
が
い
た
こ
と
で
す
。私
は
ず
っ
と
昆
虫
少

年
で
し
た
か
ら
、防
府
で
も
よ
く
捕
ま
え
た
も
の
で
す
。

平
岡
「
ズ
ッ
コ
ケ
」の
舞
台
で
あ
る
花
山
町
は
、先
生
の
地
元・己
斐

町（
広
島
県
広
島
市
）が
モ
デ
ル
だ
そ
う
で
す
ね
。

那
須
は
い
。た
だ
防
府
の
情
景
を
描
い
た
も
の
も
あ
り
ま
す
よ
。

西
浦
の
風
景
を
見
な
が
ら
書
い
た
り
、『
ズ
ッ
コ
ケ
恐
怖
体
験
』で

は
、幕
末
の
四
境
戦
争
の
話
も
入
れ
て
い
ま
す
。

　

　
例
え
ば
、ハ
チ
ベ
エ
を
大
社
長
に
し
た
り
、ハ
カ
セ
を
大
学
教
授
に
し

た
り
、と
い
う
展
開
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、あ
の
3
人
を
思
う
と

や
っ
ぱ
り
そ
う
は
な
ら
ん
よ
な
ぁ
と（
笑
）

　子
ど
も
時
代
と
同
じ
よ
う
に
一
生
懸
命
生
き
て
い
ま
す
し
、あ
る

意
味
人
生
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
か
ら
、別
に
出
世
し
な
く
て
も
良
い

と
、自
宅
に
持
っ
て
来
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
よ
。

平
岡
や
は
り
良
い
刺
激
を
与
え
て
い
ま
す
ね
。大
人
で
あ
る
我
々
が

今
読
ん
で
も
面
白
い
作
品
で
す
。こ
れ
は
不
思
議
で
す
。

那
須
私
は
、子
ど
も
で
も
手
加
減
し
な
い
ん
で
す
よ（
笑
）書
道
塾

で
10
年
も
子
ど
も
と
付
き
合
い
ま
し
た
か
ら
、き
ち
ん
と
書
い
て
説

明
す
れ
ば
、理
解
し
て
く
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。そ
う
い
う
意

味
で
は
、割
と
楽
に
書
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ね
。

　た
だ
、も
ち
ろ
ん
で
す
が
、大
人
と
の
違
い
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、

文
章
表
現
の
中
で「
遠
い
」と
い
う
言
葉
を
使
う
と
し
ま
す
。大
人
は

1
0
0
m
離
れ
て
い
な
い
と
遠
い
と
感
じ
な
い
。で
も
、子
ど
も
は

50
m
で
遠
い
と
感
じ
る
も
の
な
ん
で
す
ね
。

　
平
岡
今
も「
ズ
ッ
コ
ケ
中
年
三
人
組
」と
し
て
続
い
て
い
ま
す
ね
。

那
須
40
代
に
な
っ
た
3
人
を
書
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
て
ね
。

顔
を
合
わ
せ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
を

目
指
そ
う
！

こ
の
対
談
は
平
成
26
年
4
月
4
日
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す

協
力
：
防
府
天
満
宮・芳
松
庵
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か
な
と
思
い
ま
し
た
。た
だ
、モ
ー
ち
ゃ
ん
が
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
て
、レ

ン
タ
ル
ビ
デ
オ
屋
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
設
定
に
は「
な
ぜ

も
っ
と
夢
の
あ
る
話
に
し
て
く
れ
な
い
ん
だ
！
」と
、フ
ァ
ン
か
ら
か

な
り
苦
情
が
来
ま
し
た
け
れ
ど（
笑
）

平
岡
「
中
年
三
人
組
」の
読
者
は
ど
ん
な
年
齢
層
で
す
か
？

那
須
こ
れ
が
、お
年
寄
り
か
ら
幼
稚
園
児
ま
で
幅
広
い
ん
で
す
。

こ
の
あ
い
だ
、5
歳
の
子
か
ら「
三
人
組
も
魂
が
汚
れ
た
よ
う
で

す
が
、面
白
か
っ
た
で
す
」と
手
紙
を
も
ら
い
ま
し
た
よ（
笑
）

平
岡
大
人
の
事
情
が
分
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね（
笑
）

那
須
し
か
し「
ズ
ッ
コ
ケ
」が
始
ま
っ
た
頃
と
、現
在
と
で
は
時
代

が
変
わ
り
ま
し
た
ね
。今
で
は
、幼
稚
園
児
で
も
親
友
が
い
る
よ
う

で
、遊
ぶ
の
に
ア
ポ
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
。親
友
関
係

を
壊
す
の
が
怖
い
の
で
、気
を
遣
う
ら
し
い
で
す
よ
。

　私
た
ち
の
少
年
時
代
は
集
団
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
し
、親
友
は

高
校
生
頃
か
ら
で
き
る
も
の
で
、そ
れ
ま
で
は
み
ん
な
遊
び
仲
間
。

そ
の
中
で
自
然
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
も
身
に
付
き
ま
し
た
。

　今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
誰
と
で
も
交
流
で
き
ま
す
が
、若
者

た
ち
は
も
っ
と
顔
を
合
わ
せ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
ほ
し
い

で
す
。あ
の
三
人
組
の
よ
う
に
ね
。言
葉
や
文
字
だ
け
で
は
な
く
、

表
情
や
仕
草
か
ら
も
相
手
の
意
思
と
い
う
の
は
伝
わ
る
し
、そ
れ

が
本
当
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
私
は
思
い
ま
す
よ
。

平
岡
初
め
て
広
島
か
ら
移
ら
れ
た
時
の
、防
府
の
印
象
は
い
か
が

で
し
た
か
？

那
須
1
9
7
8
年（
昭
和
53
年
）2
月
に
第
1
巻『
そ
れ
い
け

ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
』が
発
行
さ
れ
て
、そ
の
年
の
6
月
、防
府
に
引
っ

越
し
て
き
ま
し
た
。最
初
は「
自
然
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
な
」と

い
う
印
象
で
し
た
。街
中
で
ホ
タ
ル
を
見
る
こ
と
が
で
き
、一
番
感

平
岡
そ
う
で
し
た
ね
。と
こ
ろ
で
、幕
末
と
い
え
ば
、2
0
1
5
年
の

大
河
ド
ラ
マ『
花
燃
ゆ
』で
、お
そ
ら
く
明
治
時
代
の
防
府
も
登
場
す

る
と
思
わ
れ
ま
す
。街
は
盛
り
上
が
る
で
し
ょ
う
ね
。

那
須
大
河
ド
ラ
マ
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
通
し

て
防
府
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
方
が
良
い
と
私
は
思
い
ま
す
。

　種
田
山
頭
火
は
フ
ァ
ン
が
多
い
で
す
か
ら〝
防
府
に
来
れ
ば
山
頭

火
の
全
て
が
分
か
る
〞く
ら
い
の
資
料
を
集
め
る
と
か
ね
。防
府
天

満
宮
も
も
っ
と
多
角
的
に
菅
原
道
真
に
つ
い
て
情
報
発
信
す
る
と

か
。「
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
や
っ
て
い
ま
す
」だ
け
で
は
な
く
て
ね
。

他
の
観
光
地
で
は
、い
ろ
い
ろ
な
試
み
を
や
り
ま
す
し
蓄
積
が
あ
り

ま
す
ね
。

平
岡
話
題
は
変
わ
り
ま
す
が
、山
口
県
で
は
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
ら
を
く
い
止
め
る
た
め
に
、先
生
は
ど

う
し
た
ら
良
い
と
お
考
え
で
す
か
？
県
内
に
は
、化
学
工
場
や
大
手

企
業
が
あ
り
、宇
部
の
ヤ
ナ
ギ
ヤ
や
岩
国
の
旭
酒
造
な
ど
、山
口
県

か
ら
全
国
に
羽
ば
た
い
て
い
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。活
性
化
さ
せ
る

た
め
の
土
壌
が
山
口
県
に
は
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
。

那
須
防
府
に
関
し
て
い
う
と
、私
は〝
高
齢
者
福
祉
都
市
〞を
目
指
し

て
は
ど
う
か
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。高
齢
者
医
療
の
メ
ッ
カ
に
す
る

ん
で
す
。例
え
ば
、市
街
地
に
は
車
を
入
れ
ず
、お
年
寄
り
が
手
押
し

車
を
押
し
て
歩
い
て
い
る
よ
う
な
、ゆ
っ
た
り
と
安
心
し
て
過
ご
せ

る
環
境
を
整
え
ま
す
。道
に
は
高
齢
者
向
け
の
お
店
が
並
ん
で
い
て

ね
。仮
に
若
者
を
呼
ぶ
こ
と
が
難
し
け
れ
ば
、思
い
切
っ
て
発
想
を

転
換
し
て
み
る
こ
と
も
必
要
で
す
よ
。

平
岡
昨
年
、山
口
県
内
で
若
者
た
ち
が
働
く
こ
と
を
テ
ー
マ
に

し
て
、当
行
で
は
全
国
の
大
学
生
を
対
象
に
、山
口
県
内
の
企
業

訪
問
と
観
光
を
組
み
合
わ
せ
た「
若
旅
i
n
や
ま
ぐ
ち
」を
開
催

し
ま
し
た
。実
際
に
就
活
の
会
社
訪
問
を
し
て
く
れ
た
学
生
も
い

ま
し
た
。

　地
域
を
活
性
化
す
る
に
は
若
者
た
ち
の
力
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、

先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、発
想
の
逆
転〝
高
齢
者
福
祉
都
市
〞、

医
療
や
福
祉
面
を
テ
ー
マ
に
し
た
街
づ
く
り
も
、こ
れ
か
ら
の
時
代

に
は
重
要
で
す
ね
。本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

激
し
た
の
は
、ギ
ン
ヤ
ン
マ
が
い
た
こ
と
で
す
。私
は
ず
っ
と
昆
虫
少

年
で
し
た
か
ら
、防
府
で
も
よ
く
捕
ま
え
た
も
の
で
す
。

平
岡
「
ズ
ッ
コ
ケ
」の
舞
台
で
あ
る
花
山
町
は
、先
生
の
地
元・己
斐

町（
広
島
県
広
島
市
）が
モ
デ
ル
だ
そ
う
で
す
ね
。

那
須
は
い
。た
だ
防
府
の
情
景
を
描
い
た
も
の
も
あ
り
ま
す
よ
。

西
浦
の
風
景
を
見
な
が
ら
書
い
た
り
、『
ズ
ッ
コ
ケ
恐
怖
体
験
』で

は
、幕
末
の
四
境
戦
争
の
話
も
入
れ
て
い
ま
す
。

　

　
例
え
ば
、ハ
チ
ベ
エ
を
大
社
長
に
し
た
り
、ハ
カ
セ
を
大
学
教
授
に
し

た
り
、と
い
う
展
開
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、あ
の
3
人
を
思
う
と

や
っ
ぱ
り
そ
う
は
な
ら
ん
よ
な
ぁ
と（
笑
）

　子
ど
も
時
代
と
同
じ
よ
う
に
一
生
懸
命
生
き
て
い
ま
す
し
、あ
る

意
味
人
生
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
か
ら
、別
に
出
世
し
な
く
て
も
良
い

と
、自
宅
に
持
っ
て
来
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
よ
。

平
岡
や
は
り
良
い
刺
激
を
与
え
て
い
ま
す
ね
。大
人
で
あ
る
我
々
が

今
読
ん
で
も
面
白
い
作
品
で
す
。こ
れ
は
不
思
議
で
す
。

那
須
私
は
、子
ど
も
で
も
手
加
減
し
な
い
ん
で
す
よ（
笑
）書
道
塾

で
10
年
も
子
ど
も
と
付
き
合
い
ま
し
た
か
ら
、き
ち
ん
と
書
い
て
説

明
す
れ
ば
、理
解
し
て
く
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。そ
う
い
う
意

味
で
は
、割
と
楽
に
書
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ね
。

　た
だ
、も
ち
ろ
ん
で
す
が
、大
人
と
の
違
い
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、

文
章
表
現
の
中
で「
遠
い
」と
い
う
言
葉
を
使
う
と
し
ま
す
。大
人
は

1
0
0
m
離
れ
て
い
な
い
と
遠
い
と
感
じ
な
い
。で
も
、子
ど
も
は

50
m
で
遠
い
と
感
じ
る
も
の
な
ん
で
す
ね
。

　
平
岡
今
も「
ズ
ッ
コ
ケ
中
年
三
人
組
」と
し
て
続
い
て
い
ま
す
ね
。

那
須
40
代
に
な
っ
た
3
人
を
書
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
て
ね
。

顔
を
合
わ
せ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
を

目
指
そ
う
！

こ
の
対
談
は
平
成
26
年
4
月
4
日
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す

協
力
：
防
府
天
満
宮・芳
松
庵
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お
客
様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

新
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
創
造
企
業
へ
成
長

　1
9
9
0
年
初
頭
ま
で
、情
報
を
多
く
の
人
に
届
け

る
と
い
う
役
割
に
お
い
て
、印
刷
物
は
メ
デ
ィ
ア
の
中
心

で
し
た
。し
か
し
、多
様
な
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
次
々

と
生
み
だ
さ
れ
る
現
代
に
お
い
て
、印
刷
物
は
メ
デ
ィ
ア

の
一
つ
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
印
刷
物
の

価
値
が
問
わ
れ
る
時
代
に
な
り
、状
況
は
大
き
く
変
わ

り
続
け
て
い
ま
す
。

　「
お
客
様
は
、な
ぜ
印
刷
物
を
は
じ
め
と
す
る
メ
デ
ィ

ア
を
制
作
し
よ
う
と
す
る
の
か
」、私
た
ち
は
メ
デ
ィ
ア

の
向
こ
う
側
に
あ
る
お
客
様
の
意
図
、目
的
達
成
を
共

有
し
、ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
ご
満
足
い
た
だ

け
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
、そ
の
こ
と
を
考
え
続
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　一つ
の
例
は
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
す
。

変革に挑む企業、伝統を継承する企業。
地元で頑張る県内企業のトップの方々の声をお届けします。 トップに訊く！やまぐち

地元企業

印
刷
物
は
も
ち
ろ
ん
、W
e
b
や
ノ
ベ
ル
テ
ィ
、イ
ベ
ン
ト

企
画
な
ど
、販
売
促
進
や
情
報
発
信
に
役
立
つ
さ
ま
ざ

ま
な
ツ
ー
ル
を
、お
客
様
に
ご
提
案
し
て
い
ま
す
。

　時
代
と
と
も
に
技
術
は
進
歩
し
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
仕
方
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。そ
の
中
で
、お
客
様

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ま

で
積
み
上
げ
た
メ
デ
ィ
ア
制
作
上
の
技
術・ノ
ウ
ハ
ウ
に

よ
っ
て
、高
付
加
価
値
な
情
報・メ
デ
ィ
ア
を
創
造
す
る

企
業
へ
の
成
長
を
大
村
印
刷
は
目
指
し
て
い
ま
す
。
　

　
　
　

　西
京
銀
行
さ
ん
が
熱
心
に
行
わ
れ
て
い
る
地
域
密
着

型
の
取
組
み
に
は
大
き
な
共
感
を
覚
え
ま
す
。地
元
を

大
切
に
す
る
企
業
と
し
て
、こ
れ
か
ら
も
共
に
成
長
し

て
い
け
る
良
き
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

デジタルサイネージ分野にも進出

企画・デザインを手掛けるクリエイティブスタッフ

最新テクノロジーを導入した生産ライン

小松義彦  大村印刷社長

Q1
印
刷
業
界
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Q2
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
？

Q3
西
京
銀
行
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

大村印刷株式会社

所 在 地
代 表 者
創 立
従業員数
事業内容

：
：
：
：
：

防府市西仁井令一丁目21番55号
小松 義彦
大正10年3月
320名
各種印刷物の製作、情報誌の発行、
ホームページ等Web関連の各種メ
ディア事業

西京銀行・担当者から
“お客様の為に”を基本とし、最適なサービス・
ソリューションの提供を行われています。常に
創造的で時代に即したサービスの発信を考え

られており、その姿勢は
当行としても大変参考に
なります。今後も更なる
飛躍のためお手伝いさせ
ていただきます。

防府支店
重安  幹夫

西京銀行・担当者から
福森会長様には多くのお客様を紹介していた
だいたり、色々なアイデアをいただいたりして
います。個人的には、本店に出張する際には、

必ず食堂を利用させてい
ただいています（笑）これ
からも一緒に防府のまち
を盛り上げていきたいと
思います。

防府支店
齊藤  信弘

本社屋の完成予想図（現在建設中。2014年10月頃完成予定）

profile

※
顧
客
の
業
務
に
深
く
関
わ
り
、印
刷
の
前
後
を
含
め
た

　「多
様
な
関
連
業
務
全
体
」を
支
援
す
る
こ
と

大村印刷株式会社 様
創業90余年の歴史を持つ大村印刷の小松義彦社長に、

印刷業界を取り巻く状況と今後の取組みについて伺いました。

※

　23
歳
の
時
に
脱
サ
ラ
し
て
起
業
し
、ベ
ル
商
事
を
設
立

し
ま
し
た
。平
成
22
年
に
は
、飲
料
自
動
販
売
機
の
全
国

系
総
合
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
あ
る
ア
ペ
ッ
ク
ス
の
傘
下
に
入

り
ま
し
た
。ベ
ル
商
事
の
名
前
、地
域
密
着
型
の
方
針
は

そ
の
ま
ま
で
引
き
続
き
営
業
し
て
い
ま
す
。

　現
在
は
飲
料・自
動
販
売
機
業
務
と
食
堂
業
務
の
両

輪
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　人
と
の
つ
な
が
り
で
す
。お
得
意
さ
ま
は
も
と
よ
り
、

青
年
会
議
所
や
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
結
ん
だ
ご
縁
は

本
当
に
あ
り
が
た
い
も
の
で
、ア
ド
バ
イ
ス
や
ヒ
ン
ト
を

も
ら
っ
た
り
、仕
事
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　特
に
一
昨
年
暮
れ
に
亡
く
な
っ
た
大
村
印
刷
元
会
長
の

大
村
俊
雄
氏
と
の
出
会
い
、そ
し
て
友
情
は
私
の
大
切
な

宝
物
で
す
。私
が
社
長
に
な
っ
た
と
き
に
彼
が
く
れ
た
お

祝
い
の
手
紙
は
折
に
ふ
れ
読
ん
で
、励
み
に
し
て
い
ま

す
。も
っ
と
一
緒
に
ゴ
ル
フ
を
し
、酒
を
飲
ん
で
語
ら
い
、

防
府
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
か
っ
た
で
す
ね
。

　ベ
ル
商
事
も
私
が
代
表
取
締
役
を
務
め
る
株
式
会

社
南
陽（
食
堂
運
営
）も
西
京
銀
行
さ
ん
が
メ
イ
ン
バ

ン
ク
で
す
。自
動
販
売
機
設
置
で
お
付
き
合
い
が
あ
っ

た
南
陽
と
M
&
A
の
話
が
出
た
と
き
、実
は
、西
京
銀

行
さ
ん
か
ら
は
反
対
さ
れ
た
の
で
す
が（
笑
）、経
営
改

善
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
は
、西
京
銀

行
さ
ん
に
も
食
堂
を
置
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　西
京
銀
行
さ
ん
は
、新
し
い
企
画
を
打
ち
出
し
な
が
ら

も
一
本
筋
が
通
っ
て
い
て
堅
実
な
印
象
が
あ
り
ま
す
ね
。

支
店
長
さ
ん
も
気
さ
く
な
方
ば
か
り
で
話
が
し
や
す
く
、

と
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。我
々
も
地
域
と
の
関
わ
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
歩
ん
で
き
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
も
堅

実
に
、地
域
密
着
型
の
姿
勢
で
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

緊急時に頼もしい自動販売機『災害救援ベンダー』

今も大切にしている大村氏からの手紙

西京銀行本社内の南陽食堂

福森健二  ベル商事会長

Q1
創
業
時
の
お
話
か
ら
伺
い
ま
す
。

Q3
西
京
銀
行
と
の
つ
な
が
り
は
？

Q2
御
社
の
強
み
は
何
で
す
か
？

ご
縁
に
支
え
ら
れ
た「
挑
戦
」の
歴
史

地
域
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
を
大
切
に

ベル商事株式会社 様
清涼飲料水の販売、自動販売機オペレーター業務を展開。

ベル商事の福森健二会長にお話しを伺いました。

ベル商事株式会社

所 在 地
代 表 者
設 立
従業員数
事業内容

関係会社

：
：
：
：
：

：

防府市新田1692-1
森 卓也
平成3年4月
34名
清涼飲料水の販売、
自動販売機の設置・管理
株式会社南陽

profile

防府編

き
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お
客
様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

新
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
創
造
企
業
へ
成
長

　1
9
9
0
年
初
頭
ま
で
、情
報
を
多
く
の
人
に
届
け

る
と
い
う
役
割
に
お
い
て
、印
刷
物
は
メ
デ
ィ
ア
の
中
心

で
し
た
。し
か
し
、多
様
な
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
次
々

と
生
み
だ
さ
れ
る
現
代
に
お
い
て
、印
刷
物
は
メ
デ
ィ
ア

の
一
つ
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
印
刷
物
の

価
値
が
問
わ
れ
る
時
代
に
な
り
、状
況
は
大
き
く
変
わ

り
続
け
て
い
ま
す
。

　「
お
客
様
は
、な
ぜ
印
刷
物
を
は
じ
め
と
す
る
メ
デ
ィ

ア
を
制
作
し
よ
う
と
す
る
の
か
」、私
た
ち
は
メ
デ
ィ
ア

の
向
こ
う
側
に
あ
る
お
客
様
の
意
図
、目
的
達
成
を
共

有
し
、ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
ご
満
足
い
た
だ

け
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
、そ
の
こ
と
を
考
え
続
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　一つ
の
例
は
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
す
。

変革に挑む企業、伝統を継承する企業。
地元で頑張る県内企業のトップの方々の声をお届けします。 トップに訊く！やまぐち

地元企業

印
刷
物
は
も
ち
ろ
ん
、W
e
b
や
ノ
ベ
ル
テ
ィ
、イ
ベ
ン
ト

企
画
な
ど
、販
売
促
進
や
情
報
発
信
に
役
立
つ
さ
ま
ざ

ま
な
ツ
ー
ル
を
、お
客
様
に
ご
提
案
し
て
い
ま
す
。

　時
代
と
と
も
に
技
術
は
進
歩
し
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
仕
方
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。そ
の
中
で
、お
客
様

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ま

で
積
み
上
げ
た
メ
デ
ィ
ア
制
作
上
の
技
術・ノ
ウ
ハ
ウ
に

よ
っ
て
、高
付
加
価
値
な
情
報・メ
デ
ィ
ア
を
創
造
す
る

企
業
へ
の
成
長
を
大
村
印
刷
は
目
指
し
て
い
ま
す
。
　

　
　
　

　西
京
銀
行
さ
ん
が
熱
心
に
行
わ
れ
て
い
る
地
域
密
着

型
の
取
組
み
に
は
大
き
な
共
感
を
覚
え
ま
す
。地
元
を

大
切
に
す
る
企
業
と
し
て
、こ
れ
か
ら
も
共
に
成
長
し

て
い
け
る
良
き
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

デジタルサイネージ分野にも進出

企画・デザインを手掛けるクリエイティブスタッフ

最新テクノロジーを導入した生産ライン

小松義彦  大村印刷社長

Q1
印
刷
業
界
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Q2
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
？

Q3
西
京
銀
行
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

大村印刷株式会社

所 在 地
代 表 者
創 立
従業員数
事業内容

：
：
：
：
：

防府市西仁井令一丁目21番55号
小松 義彦
大正10年3月
320名
各種印刷物の製作、情報誌の発行、
ホームページ等Web関連の各種メ
ディア事業

西京銀行・担当者から
“お客様の為に”を基本とし、最適なサービス・
ソリューションの提供を行われています。常に
創造的で時代に即したサービスの発信を考え

られており、その姿勢は
当行としても大変参考に
なります。今後も更なる
飛躍のためお手伝いさせ
ていただきます。

防府支店
重安  幹夫

西京銀行・担当者から
福森会長様には多くのお客様を紹介していた
だいたり、色々なアイデアをいただいたりして
います。個人的には、本店に出張する際には、

必ず食堂を利用させてい
ただいています（笑）これ
からも一緒に防府のまち
を盛り上げていきたいと
思います。

防府支店
齊藤  信弘

本社屋の完成予想図（現在建設中。2014年10月頃完成予定）

profile

※
顧
客
の
業
務
に
深
く
関
わ
り
、印
刷
の
前
後
を
含
め
た

　「多
様
な
関
連
業
務
全
体
」を
支
援
す
る
こ
と

大村印刷株式会社 様
創業90余年の歴史を持つ大村印刷の小松義彦社長に、

印刷業界を取り巻く状況と今後の取組みについて伺いました。

※

　23
歳
の
時
に
脱
サ
ラ
し
て
起
業
し
、ベ
ル
商
事
を
設
立

し
ま
し
た
。平
成
22
年
に
は
、飲
料
自
動
販
売
機
の
全
国

系
総
合
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
あ
る
ア
ペ
ッ
ク
ス
の
傘
下
に
入

り
ま
し
た
。ベ
ル
商
事
の
名
前
、地
域
密
着
型
の
方
針
は

そ
の
ま
ま
で
引
き
続
き
営
業
し
て
い
ま
す
。

　現
在
は
飲
料・自
動
販
売
機
業
務
と
食
堂
業
務
の
両

輪
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　人
と
の
つ
な
が
り
で
す
。お
得
意
さ
ま
は
も
と
よ
り
、

青
年
会
議
所
や
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
結
ん
だ
ご
縁
は

本
当
に
あ
り
が
た
い
も
の
で
、ア
ド
バ
イ
ス
や
ヒ
ン
ト
を

も
ら
っ
た
り
、仕
事
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　特
に
一
昨
年
暮
れ
に
亡
く
な
っ
た
大
村
印
刷
元
会
長
の

大
村
俊
雄
氏
と
の
出
会
い
、そ
し
て
友
情
は
私
の
大
切
な

宝
物
で
す
。私
が
社
長
に
な
っ
た
と
き
に
彼
が
く
れ
た
お

祝
い
の
手
紙
は
折
に
ふ
れ
読
ん
で
、励
み
に
し
て
い
ま

す
。も
っ
と
一
緒
に
ゴ
ル
フ
を
し
、酒
を
飲
ん
で
語
ら
い
、

防
府
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
か
っ
た
で
す
ね
。

　ベ
ル
商
事
も
私
が
代
表
取
締
役
を
務
め
る
株
式
会

社
南
陽（
食
堂
運
営
）も
西
京
銀
行
さ
ん
が
メ
イ
ン
バ

ン
ク
で
す
。自
動
販
売
機
設
置
で
お
付
き
合
い
が
あ
っ

た
南
陽
と
M
&
A
の
話
が
出
た
と
き
、実
は
、西
京
銀

行
さ
ん
か
ら
は
反
対
さ
れ
た
の
で
す
が（
笑
）、経
営
改

善
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
は
、西
京
銀

行
さ
ん
に
も
食
堂
を
置
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　西
京
銀
行
さ
ん
は
、新
し
い
企
画
を
打
ち
出
し
な
が
ら

も
一
本
筋
が
通
っ
て
い
て
堅
実
な
印
象
が
あ
り
ま
す
ね
。

支
店
長
さ
ん
も
気
さ
く
な
方
ば
か
り
で
話
が
し
や
す
く
、

と
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。我
々
も
地
域
と
の
関
わ
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
歩
ん
で
き
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
も
堅

実
に
、地
域
密
着
型
の
姿
勢
で
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

緊急時に頼もしい自動販売機『災害救援ベンダー』

今も大切にしている大村氏からの手紙

西京銀行本社内の南陽食堂

福森健二  ベル商事会長

Q1
創
業
時
の
お
話
か
ら
伺
い
ま
す
。

Q3
西
京
銀
行
と
の
つ
な
が
り
は
？

Q2
御
社
の
強
み
は
何
で
す
か
？

ご
縁
に
支
え
ら
れ
た「
挑
戦
」の
歴
史

地
域
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
を
大
切
に

ベル商事株式会社 様
清涼飲料水の販売、自動販売機オペレーター業務を展開。

ベル商事の福森健二会長にお話しを伺いました。

ベル商事株式会社

所 在 地
代 表 者
設 立
従業員数
事業内容

関係会社

：
：
：
：
：

：

防府市新田1692-1
森 卓也
平成3年4月
34名
清涼飲料水の販売、
自動販売機の設置・管理
株式会社南陽

profile

防府編

き
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さいきょうS1グランプリ
地域社会課題解決に
つながる起業や新事業の
アイデアプランオーディション。

さいきょう“実践”創業塾
創業を目指す方に向けた
全6回・36時間講習。
事業計画策定を徹底サポート。

な
ぜ
須
金（
周
南
市
）で
お
弁
当
屋
さ
ん
を
？

　東
日
本
大
震
災
が
き
っ
か
け
で
、関
東
か

ら
I
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。須
金
の
観
光
農
園
で

社
員
募
集
を
し
て
い
た
の
で
2
0
1
1
年
8

月
に
移
っ
て
き
ま
し
た
。来
て
み
た
ら
本
当
に

い
い
と
こ
ろ
で
。

　で
も
13
園
あ
る
観
光
農
園
に
来
る
人
が
年

間
約
4
万
人
も
い
る
の
に
、食
事
し
た
り
お
茶

す
る
店
が
な
い
ん
で
す
。「
じ
ゃ
あ
、キ
ッ
チ
ン

カ
ー
で
お
弁
当
屋
を
や
ろ
う
」と
い
う
こ
と
で

始
め
ま
し
た
。

『
S
a
t
o
y
a
m
a

 

L
a
n
d
s
c
a
p
e
』と
い
う
の
は
？

　外
か
ら
来
た
者
か
ら
見
る
と
須
金
に
は
宝
物

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。自
然
だ
け
で
な
く
家

並
み
、昔
か
ら
の
習
わ
し
や
暮
ら
し
の
知
恵
、

人
々
。そ
ん
な
も
の
を
一
つ
の「
風
景
」と
と
ら

え
、大
事
に
し
て
い
き
た
い
、そ
し
て
外
に
発
信

し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
た
ネ
ー
ミ

ン
グ
で
す
。

『
さ
い
き
ょ
う
S
1
グ
ラ
ン
プ
リ
』に
参
加
さ
れ

て
い
か
が
で
し
た
か
？

　キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
お
弁
当
屋
を
や
る
こ
と
は
決

め
て
い
ま
し
た
が
、経
営
に
つ
い
て
は
全
く
の
素

人
だ
っ
た
の
で
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。経

験
値
が
上
が
っ
た
し
、い
ろ
い
ろ
な
人
に
出
会
い
、

客
観
的
な
評
価
も
し
て
い
た
だ
い
て
、漠
然
と
し

て
い
た
計
画
が
し
っ
か
り
と
形
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
プ
ラ
ン
は
？

　今
年
6
月
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
を
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
で
す
。い
ず
れ
は
農
家
民
宿
を
開
き
た
い

起
業
の
き
っ
か
け
は
？

　「女
性
が
キ
レ
イ
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
場
所
が
あ
れ
ば
い
い
の
に
」と
ず
っ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。9
年
間
勤
め
た
ア
パ
レ
ル

の
会
社
を
退
職
後
、大
好
き
だ
っ
た
ヨ
ガ
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
を
取
り
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
勉
強
も
し
て
、そ
う
い
う
場
所
を
自
分
で
作

ろ
う
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
事
業
を
？

　ト
ー
タ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と

し
て
、ヨ
ガ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
フ
ァ
ス
テ
ィ
ン

グ（
断
食
）の
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
い
ま
す
。大
人
数

で
の
レ
ッ
ス
ン
で
は
な
く
、基
本
的
に
1
対
1
。

　美
容
院
の
よ
う
に
ご
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ

て
ご
予
約
い
た
だ
く
シ
ス
テ
ム
な
の
で
、お
か
げ

さ
ま
で
好
評
で
す
。

『
さ
い
き
ょ
う〝
実
践
〞創
業
塾
』に
参
加
さ
れ
て

い
か
が
で
し
た
か
？

　起
業
す
る
に
は
経
営
の
勉
強
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、知
り
合
い
か
ら
西
京
銀
行

さ
ん
の『
さ
い
き
ょ
う〝
実
践
〞創
業
塾
』の
話

を
聞
き
、申
し
込
み
ま
し
た
。非
常
に
実
践
的
な

内
容
で
、事
業
計
画
書
は
私
を
担
当
し
て
く
だ

さ
る
渉
外
さ
ん
も
一
緒
に
作
成
し
て
く
れ
た
の

で
、具
体
的・現
実
的
な
も
の
が
で
き
ま
し
た
。

　講
師
の
先
生
や
同
期
の
仲
間
と
の
つ
な
が
り

も
生
ま
れ
、人
脈
作
り
と
い
う
点
で
も
と
て
も
あ

り
が
た
い
塾
で
し
た
ね
。起
業
の
夢
が
あ
る
人

は
ぜ
ひ
受
講
を
お
す
す
め
し
ま
す
！

最
後
に
ひ
と
こ
と
！

　全
く
の
ノ
ー
プ
ラ
ン
だ
っ
た
の
に
、今
年
1
月

開
講
の「
創
業
塾
」を
受
け
て
4
月
に
事
業
を

ス
タ
ー
ト
で
き
ま
し
た
。本
当
に
西
京
銀
行
さ

ん
の
お
か
げ
で
す
。

　西
京
銀
行
さ
ん
は
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
、

頼
れ
る
相
談
相
手
。こ
れ
か
ら
も
お
世
話
に

な
り
ま
す
！

「
里
山
よ
い
と
こ
、

  

み
ん
な
で
お
い
で
」

「
心
と
身
体
か
ら

  

キ
レ
イ
に
し
た
い
」

さいきょう
S1グランプリ

Satoyama
Landscape
須田 浩史様

さいきょう
“実践”創業塾

total beauty & body make

private studio A
江本 あゆみ様

し
、「
ま
ち
の
子
ど
も
た
ち
の
里
山
生
活
体
験
」

や
、外
国
人
や
中
高
年
の
方
に
も
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
場
づ
く
り
も
し
た
い
で
す
ね
。

　西
京
銀
行
さ
ん
は
地
域
活
性
化
に
と
て
も
熱

心
で
、僕
た
ち
の
よ
う
な
さ
さ
や
か
な
事
業
者

に
も
親
身
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
す
ご
く
あ

り
が
た
い
で
す
。

西京銀行は、起業や新規事業の展開、経営革新などに挑んでいる 皆さまを応援します！

起業・
イノベーション

支援

西京銀行の
サポート
プログラム
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地域社会課題解決に
つながる起業や新事業の
アイデアプランオーディション。

さいきょう“実践”創業塾
創業を目指す方に向けた
全6回・36時間講習。
事業計画策定を徹底サポート。
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須
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市
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弁
当
屋
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を
？

　東
日
本
大
震
災
が
き
っ
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け
で
、関
東
か

ら
I
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し
ま
し
た
。須
金
の
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光
農
園
で

社
員
募
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を
し
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た
の
で
2
0
1
1
年
8

月
に
移
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て
き
ま
し
た
。来
て
み
た
ら
本
当
に

い
い
と
こ
ろ
で
。
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も
13
園
あ
る
観
光
農
園
に
来
る
人
が
年

間
約
4
万
人
も
い
る
の
に
、食
事
し
た
り
お
茶

す
る
店
が
な
い
ん
で
す
。「
じ
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あ
、キ
ッ
チ
ン

カ
ー
で
お
弁
当
屋
を
や
ろ
う
」と
い
う
こ
と
で

始
め
ま
し
た
。

『
S
a
t
o
y
a
m
a

 

L
a
n
d
s
c
a
p
e
』と
い
う
の
は
？

　外
か
ら
来
た
者
か
ら
見
る
と
須
金
に
は
宝
物

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。自
然
だ
け
で
な
く
家

並
み
、昔
か
ら
の
習
わ
し
や
暮
ら
し
の
知
恵
、

人
々
。そ
ん
な
も
の
を
一
つ
の「
風
景
」と
と
ら

え
、大
事
に
し
て
い
き
た
い
、そ
し
て
外
に
発
信

し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
た
ネ
ー
ミ

ン
グ
で
す
。

『
さ
い
き
ょ
う
S
1
グ
ラ
ン
プ
リ
』に
参
加
さ
れ

て
い
か
が
で
し
た
か
？

　キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
お
弁
当
屋
を
や
る
こ
と
は
決

め
て
い
ま
し
た
が
、経
営
に
つ
い
て
は
全
く
の
素

人
だ
っ
た
の
で
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。経

験
値
が
上
が
っ
た
し
、い
ろ
い
ろ
な
人
に
出
会
い
、

客
観
的
な
評
価
も
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て
い
た
だ
い
て
、漠
然
と
し

て
い
た
計
画
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と
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に
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し
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。

今
後
の
プ
ラ
ン
は
？

　今
年
6
月
に
は
レ
ス
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ラ
ン
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オ
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プ
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す
る
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定
で
す
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を
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業
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が
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で
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続
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る
こ
と
を
サ
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す
る
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に
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退
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の
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取
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グ

の
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強
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で
作
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た
。

具
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に
は
ど
の
よ
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な
事
業
を
？
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テ
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く
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に
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に
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て
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予
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だ
く
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な
の
で
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げ

さ
ま
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好
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す
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き
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実
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』に
参
加
さ
れ
て

い
か
が
で
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か
？
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す
る
に
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の
勉
強
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要
だ
と

思
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た
と
こ
ろ
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合
い
か
ら
西
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さ
ん
の『
さ
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き
ょ
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実
践
〞創
業
塾
』の
話

を
聞
き
、申
し
込
み
ま
し
た
。非
常
に
実
践
的
な

内
容
で
、事
業
計
画
書
は
私
を
担
当
し
て
く
だ

さ
る
渉
外
さ
ん
も
一
緒
に
作
成
し
て
く
れ
た
の

で
、具
体
的・現
実
的
な
も
の
が
で
き
ま
し
た
。

　講
師
の
先
生
や
同
期
の
仲
間
と
の
つ
な
が
り

も
生
ま
れ
、人
脈
作
り
と
い
う
点
で
も
と
て
も
あ

り
が
た
い
塾
で
し
た
ね
。起
業
の
夢
が
あ
る
人

は
ぜ
ひ
受
講
を
お
す
す
め
し
ま
す
！

最
後
に
ひ
と
こ
と
！

　全
く
の
ノ
ー
プ
ラ
ン
だ
っ
た
の
に
、今
年
1
月

開
講
の「
創
業
塾
」を
受
け
て
4
月
に
事
業
を

ス
タ
ー
ト
で
き
ま
し
た
。本
当
に
西
京
銀
行
さ

ん
の
お
か
げ
で
す
。

　西
京
銀
行
さ
ん
は
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
、

頼
れ
る
相
談
相
手
。こ
れ
か
ら
も
お
世
話
に

な
り
ま
す
！

「
里
山
よ
い
と
こ
、

  

み
ん
な
で
お
い
で
」

「
心
と
身
体
か
ら

  
キ
レ
イ
に
し
た
い
」

さいきょう
S1グランプリ

Satoyama
Landscape
須田 浩史様

さいきょう
“実践”創業塾

total beauty & body make

private studio A
江本 あゆみ様

し
、「
ま
ち
の
子
ど
も
た
ち
の
里
山
生
活
体
験
」

や
、外
国
人
や
中
高
年
の
方
に
も
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
場
づ
く
り
も
し
た
い
で
す
ね
。

　西
京
銀
行
さ
ん
は
地
域
活
性
化
に
と
て
も
熱

心
で
、僕
た
ち
の
よ
う
な
さ
さ
や
か
な
事
業
者

に
も
親
身
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
す
ご
く
あ

り
が
た
い
で
す
。

西京銀行は、起業や新規事業の展開、経営革新などに挑んでいる 皆さまを応援します！

起業・
イノベーション

支援

西京銀行の
サポート
プログラム
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新 商 品 の ご 案 内

上記商品に関する
お問い合わせ 0120-24-0606

給振定期預金

年 ％
スーパー定期預金（1年もの）の店頭表示金利に

さらに、ATM時間外手数料、他行ATM利用手数料

さらに

10万円以上の給与振込がある方へ

年金定期預金
西京銀行で公的年金をお受取の方へ

●ご利用いただけるお客さま・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　当行に10万円以上の給与振込があり、
　新たなご資金で定期預金をお預入れされる個人の方
●お預入期間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　1年 （自動継続）
●お預入金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　10万円以上1,000万円以下（単位1円）【上限は1,000万円】
●お取扱店舗・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　全店 （ただし、ウェブ一丁目支店、福岡支店、
　ヤマダ電機山口店出張所をのぞく）

●ご利用いただけるお客さま・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　①当行に公的年金のお振込指定、またはご予約をいただいている方
　②制度上、公的年金受給資格のない満65歳以上の在日外国人の方
●お預入期間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　1年 （自動継続）
●お預入金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　1,000円以上（単位1円）【上限はございません】
●お取扱店舗・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　全店 （ただし、ウェブ一丁目支店、福岡支店、
　ヤマダ電機山口店出張所をのぞく）

平成26年3月24日（月）～平成26年9月30日（火）
お 取 扱 期 間 お 取 扱 期 間

平成26年4月1日（火）～平成26年9月30日（火）

0.25年 ％
適 用 金 利

きゅう   ふり

適 用 金 利

上乗せ

（税引前）

税引後　年：0.199%

（税引前）

受付時間 月～金曜日 9:00～17:00
（銀行窓口休業日を除きます）

※詳しい内容についてのご説明は、お電話または各店舗にて承ります。なお、店頭に説明書をご用意しております。

無料

全てはこの戦いのために! ご声援お願いします！最新情報はこちらから！ 随時更新中！！

今年こ
そ、

1部へ！

バドミントン日本リーグ（2部）in和歌山

バドミントン日本リーグ入替戦 ※予選突破が条件

平成26年11月22日（土）～24日（月）

平成27年3月1日（日）http://www.
act-saikyo.com/

公式ウェブサイト
http://blog.livedoor.jp/
saikyo_b/

公式ブログ

小口 晃佳
和歌山県出身

日本リーグ2部所属の女
子バドミントン実業団
チーム。所属選手は、全
員西京銀行の行員で、
「山口県をバドミントン王
国に！！」を合言葉に、競技
の普及促進、競技力の向
上に努める等、スポーツ
振興を通じた地域貢献活
動に注力しています。

ACT SAIKYOって？山口県初！ バドミントン１部リーグへ！

「メンバーの誓い」
この秋、昇格をかけた戦いがスタート。 選手たちは熱い想いで挑みます！

安念 幸恵
富山県出身

1部昇格が、
応援してくださる
方への恩返し。

新戦力も加わり、
この勢いのまま
1部へ！

昨年の悔しい
想いを今年に
ぶつけます！

昨年は
入れ替え戦まで
あと一歩。
今年こそは！ しっかり

準備して
頑張ります!!

全員で一致団結、
全力プレーで
目標を達成！

チームを
盛り上げて、
1部昇格を
現実に！

皆川 友依
千葉県出身

西 友理
奈良県出身

原 麻衣子
東京都出身

5年目の集大成！
私たちの手で
昇格します。

今井 優歩
奈良県出身

New
Face

北吉 穂香
京都府出身 

主将

ラストチャンスの
気持ちで
戦います！

阪口 智郁
大阪府出身

New
Face

米元 陽花
広島県出身

New
Face
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防府駅防府駅

富海駅

ソルトアリーナ防府

イオンタウン防府

桑山公園

イオン防府店

ルルサス防府

防府市消防署

防府市役所

周防国分寺

周防国衙跡

向島

三田尻港

周防灘

2

潮彩市場 防府

大平山山頂公園

防府天満宮

防府市まちの駅
うめてらす 毛利氏庭園・

毛利博物館

ウミコヤ38

西京銀行
中関支店

西京銀行
防府支店

西京銀行
牟礼支店

防 府 市 街 地 と周 辺

防府天満宮
防府市のシンボル。夏祭り・裸坊
祭りなどの行事は大勢の人でに
ぎわいます。

防府市まちの駅 うめてらす
参道沿いの憩いの施設。食事
処やお土産屋さんなどのほか、
快適なテラスも。

毛利氏庭園・毛利博物館
桜、新緑、紅葉と移ろう美しい
四季の色彩。広大な園内で深呼
吸してみては？

大平山
鮮やかなツツジは5月が見頃。
山頂には防府のまちを見渡せる
公園あり。

潮彩市場 防府
瀬戸内のご当地グルメや、新鮮
な海の幸が安い！とれたてを召
し上がれ。

ウミコヤ38
炭火焼、最高！
女子会にも人気！
海鮮をメインに、旬の食材を“炭火焼”というシンプルだけど
素材の良さを存分に引き出す調理法でいただけるお店。
魚市場隣接なので魚介類の新鮮さはいうまでもありません。
「牡蠣小屋」シーズンは毎年11月末から5月末までですが、
夏はビヤガーデンで、潮風に吹かれながらレッツ・カンパイ！

■DATA
防府市新築地町2-3（「潮彩市場 防府」隣り）
営業時間：11:00～21:00
定休日：水曜
TEL：0835-28-0138
WEB：http://umikoya38.com/
    http://www.facebook.com/Umikoya38kaki

天
神
さ
ま
も
愛
し
た

〝
千
年
の
ま
ち〝

防
府
は
、奈
良
時
代
に
国
府
が
置
か
れ
た

周
防
国（
山
口
県
の
東
半
分
）の
中
心
で
し
た
。

美
し
い
自
然
は
菅
原
道
真
公
か
ら
も
愛
さ
れ
、

多
く
の
歴
史
的
文
化
財
が
残
る
街
に
は
、

今
も
千
年
の
歴
史
の
薫
り
が
漂
っ
て
い
ま
す
。

防府市

◎新鮮な魚介類とお肉を、室内バーベ
　キュー感覚で楽しめます。
◎店員さんが親切＆丁寧に（！）焼き方
　を教えてくれます。
◎大人数でも楽しめ、コスパもGood！

防　府
支店編

地域経済の活性化に向けた取り組み
西京銀行では、地域密着型金融推進計画に基づき、
地元企業・地域の皆さまをサポートするさまざまな取り組みを行っています。

　さいきょう「元気」中小企業支援プラットフォームの構成機関を中心とした外部
専門家と連携し、経営に関する不安や悩みを解決するためにワンストップによる個
別相談会を開催する等、幅広い経営コンサルティングサービスを提供しています。

外部専門家との連携によるコンサルティング機能強化

さいきょう高度実践型人材育成研修事業
さいきょう“実践”創業塾

　アジア進出サポートの一環として、海外視察や各種セミナー等を実施しています。さらに、山口県のグローバル化を図
るため、産学公金連携による国際的な人脈づくり等をサポートしています。

成長分野へのサポート

ミャンマーセミナー

留学生意見交換会＆海外展示会inやまぐち

　スポーツを通じた地域貢献活動の一環として、
第1回西京銀行6時間リレーマラソンに特別協賛
しました。300チーム約2,600名が参加し、大い
に盛り上がりました。

スポーツ振興

第1回西京銀行6時間リレーマラソン
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■DATA
防府市新築地町2-3（「潮彩市場 防府」隣り）
営業時間：11:00～21:00
定休日：水曜
TEL：0835-28-0138
WEB：http://umikoya38.com/
    http://www.facebook.com/Umikoya38kaki
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防府市

◎新鮮な魚介類とお肉を、室内バーベ
　キュー感覚で楽しめます。
◎店員さんが親切＆丁寧に（！）焼き方
　を教えてくれます。
◎大人数でも楽しめ、コスパもGood！

防　府
支店編

地域経済の活性化に向けた取り組み
西京銀行では、地域密着型金融推進計画に基づき、
地元企業・地域の皆さまをサポートするさまざまな取り組みを行っています。

　さいきょう「元気」中小企業支援プラットフォームの構成機関を中心とした外部
専門家と連携し、経営に関する不安や悩みを解決するためにワンストップによる個
別相談会を開催する等、幅広い経営コンサルティングサービスを提供しています。

外部専門家との連携によるコンサルティング機能強化

さいきょう高度実践型人材育成研修事業
さいきょう“実践”創業塾

　アジア進出サポートの一環として、海外視察や各種セミナー等を実施しています。さらに、山口県のグローバル化を図
るため、産学公金連携による国際的な人脈づくり等をサポートしています。

成長分野へのサポート

ミャンマーセミナー

留学生意見交換会＆海外展示会inやまぐち

　スポーツを通じた地域貢献活動の一環として、
第1回西京銀行6時間リレーマラソンに特別協賛
しました。300チーム約2,600名が参加し、大い
に盛り上がりました。

スポーツ振興

第1回西京銀行6時間リレーマラソン

18 SAIKYO BANK 17SAIKYO BANK

地域経済の活性化に向けた取り組み西京のある街
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那須正幹氏と語る

「ズッコケ三人組」を
生んだまち防府の未来地図。

スペシャル対談
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07

11

トップメッセージ
株主の皆さまへ
新中期経営計画
決算ハイライト
那須正幹氏と語る

大村印刷株式会社
ベル商事株式会社

13
　
15
16
17
 
18

地域を元気に！
熱き挑戦者たち
新商品のご案内
Go! ACT SAIKYO!!
地域経済の活性化に
向けた取り組み
西京のある街「防府市」

（お取引先さま紹介）

（スペシャル対談）

防府天満宮（防府市）

セブン銀行、イオン銀行で西京銀行の
キャッシュカードがご利用いただけます

店舗数45ヵ店

ATM133台
※山口県内の店舗数は振込専用支店、店舗を含みます

（うち山口県内127台）

※店舗内店舗形式での店舗統合による実質店舗数

土･日･祝日も営業

岩国ローンセンター（岩国支店）
0827-21-8211
平日   9:00～15:00  土日祝10:00～17:00

防府ローンセンター（防府支店）
0835-22-0651
平日  9:00～15:00  土日祝10:00～17:00

宇部ローンセンター（厚南支店）
0836-43-1471
平日  9:00～18:00  土日祝  9:30～17:00

周南ローンセンター（周南支店）
0834-36-3636
平日   9:00～15:00  土日祝10:00～17:00

ヤマダ電機山口店ローンセンター（ヤマダ電機山口店出張所）
083-934-5755
平日10:30～18:00  土日祝10:15～18:00

下関ローンセンター（新下関支店）
083-252-2416
平日  9:00～15:00  土日祝10:00～17:00

土・日・祝
日
営
業
店
舗

広島ローンセンター（広島支店）
082-261-7141
平日  9:00～15:00

東京ローンセンター
03-5614-8923
平日  9:00～17:00

山口ローンセンター（山口支店）
083-922-1029
平日  9:00～15:00

大阪ローンセンター
06-6585-0027
平日  9:00～17:00

平
日
営
業
店
舗

（平成26年6月1日現在）

「投資信託」「保険商品」「国債」等
の取扱・各種変更手続・商品内容説
明などを行っております。資産運用
等のご要望にお応えするため、専
門のスタッフをそろえてお待ちして
おります。ライフプランや商品内容
を含め、お気軽にご相談ください。

宇部マネープラザ
（厚南支店）
0836-43-1471

柳井マネープラザ
（柳井支店）
0820-22-1200

広島マネープラザ
（広島支店）
082-261-7141

防府マネープラザ
（防府支店）
0835-22-0651

長門マネープラザ
（長門支店）
0837-22-2626

山口マネープラザ
（山口支店）
083-922-1016

萩マネープラザ
（萩支店）
0838-25-1011

岩国マネープラザ
（岩国支店）
0827-21-8211

下松マネープラザ
（下松支店）
0833-44-1101

下関マネープラザ
（新下関支店）
083-252-2416

小倉マネープラザ
（小倉支店）
093-521-9534

周南マネープラザ
（本店営業部）
0834-22-7676

下関マネープラザ
（下関支店）
スタッフ駐在店舗
083-231-5171

マネープラザ

ローンセンター

当行独自の営業拠点

住宅ローンや各種ローンのご相談･
お申込みをいただけます。
平日のご来店が困難なお客さまや、
休日を利用してじっくりとご相談さ
れたいお客さまは、是非この機会に
ご来店ください。

山口県
40ヵ店

広島県
2ヵ店

福岡県
3ヵ店

※ただし、12/31、1/1～1/3、5/3～5/5は休業いたします。（ヤマダ電機山口店出張所はヤマダ電機テックランド山口本店の店休日も休業いたします）

※営業時間 平日9：00～15：00 
　（宇部マネープラザのみ 平日9：00～18：00）

福岡ローンセンター
092-292-9125
平日  9:00～17:00

ほけんプラザ
がん保険、医療保険、終身保険、学資
保険などを取扱っております。保険に
関する疑問やお悩みに、専門のス
タッフが親切丁寧にご相談承ります。

土･日･祝日も営業

周 南 支 店 0120-3190-78
（営業時間    9:00～15:00  土日祝10:00～17:00）

ヤマダ電機山口店出張所 0120-14-3190
（営業時間 10:30～18:00  土日祝10:15～18:00）

ゆめタウン山口出張所 0120-3190-56
（営業時間 10:00～18:00  土日祝 10:00～18:00）

厚 南 支 店 0120-23-3190
（営業時間 9:00～18:00  土日祝  9:30～17:00）

※ただし、12/31、1/1～1/3、5/3～5/5は休業いたします。（ゆめタウン山口出張所はゆめタウン山口の休館日、ヤマダ電機山口店
出張所はヤマダ電機テックランド山口本店の店休日も休業いたします）
※毎週木曜日は休業いたします。木曜日のご相談を希望される場合は、事前にご相談ください。


